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1-9 資本論の研究範囲

「われわれがこの章で研究する諸現象は、その十分な展開のためには、信用制度と世界市

場での競争とを前提するのであって、この世界市場こそは一般に資本主義的生産様式の基

礎をなしその生活環境をなしているのである。しかし、これらの資本主義的生産のいっそ

う具体的な諸形態を包括的に叙述するということは、資本の一般的な性質を把握してから

はじめてできることである。しかも、このような諸形態の叙述はこの著作の計画外のこと

であって、もし続巻ができればそれに属することである。」(大月版『資本論』Ⅲ④ P140

F2-6)


